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学内での活動

学内ワーキングチーム

地区ワーキングメンバー

＋各館室推薦メンバー

独自企画の決定

実施方法の検討

広報 など

広報誌を特集号に！

名札



１.合同企画の実施



合同企画

「オススメの１冊」
学生コンテスト（2010）

読書の木（2011）



合同企画

九州文学地図
（2012）

大学図書館貸出ランキング
（2012）



合同企画
収穫の秋、
読書の芋。（2013）



２.独自企画



2012年までの独自企画

 2011年

 本のリユース『私の本を、あなたの本に』

 キャンペーン特製しおりの配布

 ビブリオバトル

 『私の本棚』

 2012年

 本のリユース『私の本を、あなたの本に』

 あなたのデザイン、しおりにします！

 本の洋服やさん
～ブックカバー作りワークショップ～

 あなたはどのタイプ？読書適正診断

 立入禁止の向こう側～中央図書館研修体験～

 2010年

 きゅうとくんを探せ！図書館スタンプラリー

 LLW貸出特典～3回借りてプチHappy～

 図書館職員のお仕事 紹介～Voice～

 図書館を駆使せよ！～調べ物達人への道～

 豆本作りワークショップ



 2011年

 2012年

 2010年

図書館＆本LOVE

先生をキャンペーンに

巻き込む！

利用者の視野を広げる

2012年までの独自企画



豆本づくりワークショップ

（2010）

独自企画：ワークショップ

本の洋服屋さん（2012）

～ブックカバー作りに挑戦しよう～



独自企画：参加型

立入禁止の向こう側
～中央図書館研修体験～（2012） きゅうとくんを探せ！

図書館スタンプラリー（2010）
 学生からの提案企画

 図書館新人研修をテーマに



独自企画：展示企画

あなたはどのタイプ？
～読書適正診断～（2012）

私の本棚（2011）

 先生の研究室の本棚

 一押し図書の展示



独自企画：定番企画

 オリジナルしおりの
公募・配布

 ビブリオバトル 本のリユース

 定番企画として、
継続して実施している企画



独自企画：定番企画

 オリジナルしおりの
公募・配布

 ビブリオバトル 本のリユース

 定番企画として、
継続して実施している企画



定番企画 オリジナルしおり配布

 デザインを、学生から公募  昨年度は、応募多数により、
第１弾と第２弾に分けて配布！



独自企画：定番企画

 オリジナルしおりの
公募・配布

 ビブリオバトル 本のリユース

 定番企画として、
継続して実施している企画



 首都決戦の予選会として実施

 ゼミ単位での参加や、先生の登場も

定番企画 ビブリオバトル



独自企画：定番企画

 オリジナルしおりの
公募・配布

 ビブリオバトル 本のリユース

 定番企画として、
継続して実施している企画



 本のリユース

 シンプルで、好評企画

定番企画 本のリユース



201３年度の企画

 定番企画

 本のリユース
『私の本を、あなたの本に』

 あなたのデザイン、しおりにします！

 ビブリオバトル

 新しい企画

 音楽の夕べ

 「読書マラソン」とコラボ！

 大学生協食堂「芋」メニュー



企画の狙い

ライトユーザー・ノンユーザーへのアプローチ

新しい企画の検討

特典

図書館外での広報



 空間としての新たな試み

2013年度独自企画：コラボ企画

図書館
×大学文書館
×SPレコード



 大学生協とコラボ

2013年度独自企画：コラボ企画

読書の芋

×食堂メニュー

読書の芋

×読書マラソン



特典

コメントカード1枚で
スタンプ１つ

読書の芋

×読書マラソン

出場者へブックエンド
プレゼント

ビブリオバトル

 過去、参加者の募集に工夫を要した企画への試みとして



広報

図書館外へ

食堂への三角POP

食堂メニューへのPOP掲示

附属図書館Twitterの活用



３.まとめ



これまでのまとめ

 ターゲットやテーマを具体化・明確化する

 他部署との連携 → キャンペーン以外での連携にも繋がる
（2013年度の実施を受けて）

 企画内容



今後に向けて

 教員参加を促す企画の継続

 企画内容

 フィードバック方法や効果の検証方法の再検討

 そのほか

 “利用者×何か”という新たな出逢い・繋がりを促進する役割



ありがとうございました。


